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ドレスト光子の引き起こす特異な物理現象[1]を制御・設計することを目指し、その数値シミュ

レーション手法の構築を進めている。これまでに、ドレスト光子を任意のノードに束縛された調

和振動子と見なし、またドレスト光子がノード間を距離に依存した強さのホッピングにより移動

するモデルを提案し、ドレスト光子のエネルギー移動ダイナミクスを、量子密度行列を用いた手

法により記述してきた[2]。さらに、非平衡定常状態の量子密度行列を対角化するユニタリー行列

により基底変換を施すことで、ドレスト光子の振る舞いを定性的もしくは視覚的に捉える試行を

行った[3]。本発表では、上述のようにして得られた基底関数（モード）の空間構造と、モード間

のエネルギー移動、および散逸過程について議論したい。 

Fig. 1 は、定常状態におけるドレスト光子の各ノードにおける存在確率を表わした計算結果であ

る。物質モデルは 2 次元面内のテイパー構造とした。テイパー構造先端や境界領域（斜面）での

ドレスト光子の局在性が確認できる。次に、本定常状態を用いた基底変換により得られたモード

の空間構造およびモード間遷移に目を向ける。Fig. 2 は、(a)ノード間の遷移を表わす相互作用ハ

ミルトニアン（行列）と(b)基底変換後の相互作用ハミルトニアンを表わしている。ただし、ノー

ドは先端部から順にラベル付けしており（基底変換後のラベルは固有値の大きさ順としており）、

高さ方向の軸は対数スケールとしている。Fig. 2(b)のラベル n=27 が外部励起（入力）に対応して

おり、そのラベルを境に n>27 は垂直軸に対し非対称、n<27 は対称な空間分布を有している。対

称構造を有する入力（n=27）では非対称なモードは励起されないことを表わしている。また、興

味深い特徴として、モード間における相互作用強さに（対数スケールで表すように）大きな差異

が現われ、エネルギー移動の時定数がモードにより異なる。この時定数は、外部への散逸（自由

光子としての放出）時間よりも長くなる状況も存在している。この結果は、ドレスト光子のモー

ドの一部が熱浴（すなわち散逸過程）とも見なせることを示唆している。発表では、熱浴部分を

近似的に切り出す手法についても言及し、ドレスト光子エネルギー移動の定性的および定量的な

理解を深める。 
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Fig. 1: ドレスト光子の定常解（存在確率） Fig. 2: 基底変換前後の相互作用ハミルトニアン 

 (a)ノード間の結合、(b)基底モード間の結合 
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